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EIN. DOKUMENT. DEUTSCHR.  KUNST-
DARMS TAD T.  1901-1976
ダル ム シュ タ ッ ト1901年一一1976年(ドイ ツ芸 術 の記 録)と 題 され た 全5巻 か らな るこの ・
ヵ タロ グは,一 昨年-(1976年)の10月22日か ら,翌 年 の1月30日 ま での約3ケ 月聞,西 ド
イ ッの ダ ルム シ ュ タ ッ トで 催 され た展 覧 会 の記 録 で あ る。
ダル ム シュ タ ッ トは フ ラ ン クフ ル トの郊 外 に位 置 し,マ ンハ イ ム,ハ イ デ ルベ ル ク等 の
街 と共 に古 くか ら風光 明媚 な街 と して有 名 で あ る。特 に ダ ルム シ ュ タ ッ トはヘ ッセ ン州 の
首 都 と して,ド イ ツの 中 で も特 に高 い文 化 水準 を誇 っ て きた 街 で あ る。 こ の街 の 中 央駅 に
降 り立 つ と,市街 の ほぼ 中央 に小 高 い丘 と,尖端 が極 め て特 徴 的 な塔 が見 える。 これ がマ チ
ル デ ンへ ∴エ の丘 で あ る。
19世紀 末,ド イ ツ,オ ー ス トリア に起 った 分離 派(セ セ ッシ ョ ン)り 美 術 運 動 は,ウ ィ
ー ン,ミ ュ ンヘ ン,ベ ル リ ンとい う3つ の 都 市 を中 心 と して展 開 された が,1889年,ダ ル
ム シュ タ ッ トで はヘ ッセ ン大公 エ ル ンス ト ・ル ドウ ィッ ヒの庇 護 の 下 に,ミ ュ ンヘ ン分 離
派,ウ ィーン分 離 派,の作家 達 を招 請 して芸 術 家村 を造 り,1914年まで独 特 の 分離 派 美 術運
動 を展 開 した。 ダル ム シ ュ タ ッ ト芸術 家 村 での展 覧 会 活動 は,1901年の(ド イ ッ芸 術 の 記
録)展,1904年の芸 術 家村 展,1905年の造 園 展,1908年の ヘ ッセ ン州立展,1910年の ドイ
ツ芸術 家協 会展,1914年の芸 術 家 村展,と の6回 にわ た っ てf崔され てい る。
1976年の展 覧 会 は実 に62年ぶ りに開 か れ た本 格 的 な分 離 派 の 回顧 展 で あ る。
仮 製 本 の シ ンプ ル な カ タロ グは,5巻 が分 冊 に な って い て,第1巻 は(ド イ ツ芸 術 の 記
録 ・1901--1976)とい う タ イ トルで,9つ の論 文 か らな って い る。 論文 は序 章 で,ハ イ ン
ツ ・ヴ ィン クリー ト・サ バ イス に よ って展 覧 会 の社 会 的,美 学 的 な背景 に関 して述 べ られ
てい る。 お も しろ い もの を2,3紹 介 す る と,ウ ェルナ ー ・ホ フマ ンの 論 文 は ダル ム シュ
タ ッ ト分離 派 の もつ豪 華 な側 面 と,そ うで は ない も う一 つ の側 面 に関 して言 及 し,運 動 の
内 包 してい た両 面性 を具体 的 な事 例 を もっ て紹 介 して い る。
ゴロ ー ・マ ンの論 文 はヘ ッセ ン大 公,エ ル ン ス ト'ル ドウ ィ ッヒ につ い て言 及 し,時 代
的 な背 景 と共 に,ダ ル ム シ ュ タ ッ ト芸 術家 村 の経 済的 な背 景 の所 在 を解 明 して い る。
又,中 で もク ラウ デ ィア ・ポ ー ルの 論 文 はユ ー ゲ ン トシ ュテ ィルの底 を流 れ る,メ ルヘ
ンと神話の世 界,と新ロマ ン主 義,との 関連 につ いて か な り詳 しく述 べ られ て お り特 に興味 深
一166一
い,第2巻 は,(芸術 と装飾,1851～1914)とい うタ イ トルで ,会 期 中 にヘ ッセ ン州 立博 物
館 に出 品 され た展 示 物 の 図録 集 であ る。素材,技法 ごとに簡単 な小論文が付記 されて いる。
展 示物 は,ア ー ツ ア ン ド クラフ ツ運 動,グ ラ スゴ ー派 か らア ー ル ・ヌー ヴ ォ ー,セ セ
ッシ ョ ンまで の か な りの 広 い範 囲 に お よん で い る。 巻末 のポ ス ター と小 印刷 物 の 図録 に は
コ ロマ ン ・モ ー ザ ーの蔵 書 カ ー ドや ウ ィー ン工 房 の絵 ハ ガ キ等 の か な り珍 しい もの があ る。
第3巻 は(1900年の ア カデ ミー,セ セ ッシ ョ ン,ア バ ンギ ャ ル ド)と い う タイ トルで絵 画 中
中心 に集 録 され て,会 期 中 は ダ ルム シュ タ ッ ト美 術館 に展 示 され た も ので あ る。 タ イ トル
で示 され てい るよ うに,1900年を中心 と した,ウ ィル ヘ ル ム.・ーライベ ル,マ ック ス ・ス レ
ヴ ォ グ,ア ン トン ・ア レ クサ ンダー ・ウル ナ ー らの ア カ デ ミッ クな作 品 か ら,フ ラ ンツ ・
フ ォ ン ・シ ュ トウ ック,コ ロ マ ン ・モ ーザ ー,カ ー ル ・モ ル らの 分離 派 の作 品 ,エ ル ンス
ト・ル ドウ ィ ッ ヒ ・キ ル ヒナ ー,ケ ー テ ・コ ル ウ ィ ッツ,エ ゴ ン ・シ ェー レ らの 表現 派 の
作 品,そ して 前衛 と して,シ ュー ル リア リズ ムの マ ッ クス ・エ ル ン トス,バ ウ ・ハ ウスの
カ ンデ ィン スキ ーや パ ウル ・ク レーの 作 品 ま で実 に広 範 囲 に紹 介 され てい る。 巻頭 の小 論
文 は,1900年の ア カデ ミー,セ セ ッシ ョン,ア バ ンギ ャ ル ドとい う異 った三 つ の 美術 運 動
の 志 向 をわか りやす く説 明 し,ダ ル ム シュ タ ッ トの美 術 運 動 の 先駆 的 な意 義 を述 べ て い る。
第4巻 は(マ チ ルデ ンヘ ーエ の 芸術 家)と い うタイ トルで,ダ ル ム シ ュ タ ッ ト芸術 家 村 を
中 心 に活 躍 した作 家達 の プロ フ ィルで ある。 展 覧 会 で はマ チ ルデ ンヘ ーエ に展 示 され た作
品 の 図録 で,作 家 別 に紹 介 され て い る。巻 頭 の グ ラフ は1889年か ら1914年まで の芸 術 家 村
の 変遷 に伴 う作 家 の 出 入 りの 一 覽表 で ,極 め て わか りやす く図示 され て い る。 ウ ィー ン分
離 派 か ら招請 されて ダル ム シ ュ タ ッ トの 中心 的 なメ ンバ ー と して活 躍 した ヨセ ブ ・マ リア
オ ルブ リヒや ヨセ ブ ・マ ル ゴ ル ドらの華 麗 な作 品群 も豊 富 に収 録 され て い る。
又,こ こで ば ミュ ンヘ ン分 離派 系 の ペ ー ター 二べ 一 レンス,パ ー ル ・ベ ル ク,ポ ー ル ・
ハ ウ シュ タ イ ン らの 作品 群 と比較 して み る と,オ ー ス トリア と ドイ ツの装 飾 的 な セ オ リー 馳
の 相異 点 が明確 で あ る。 ドイ ッの装飾 様式 に学 び,後 に ダル ム シ ュ タ ッ トの 中心 的 な メ ン1
バ ー と な った ア ル ヴ ィ ン ・ ミュ ラー が オ ル ブ リ ヒの強 い影響 を受 けて ,彼 の 死後,両 者 のL
折 衷 した 装 飾 様 病 を生 み 出 しτ い る点 が非 常 にお も しろい。 第5巻 は(マ チ ルヂ ンヘ ー
エ の芸 術 家村)と い う ダイ トルで芸術 家 村 の 成 立前 夜 か らそ の変遷 を紹 介 して い る。 展示
には芸 術家 村 の ミニ ュ チ ュア モ デ ルが 製作 され て,有 名 なエ ル ンス ト・ル ドウ ッピハ ウズ
ベ ー レン スハ ウ ス,オ ル ブ リ ッ ヒハ ウ ス等 の建 築 され た 年代 が,立 体的 に把握 で きる よ う
にな って い る。 又,過 去 に取 り壊 され た建 築物 の写 真 や展 覧 会 ご と、の仮 説 パ ビ リオ ンの貴 』
重 な写 真,現 在 残 っ て い て も見 る事 が 困難 な当時 の内 部写 真 等 が,多 数 収録 され て い て,
極 め て興昧 深 い もの が あ る。
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この カ タロ グ は,50ド イッ マ ル クで あ る が,日 本 国 内 で の 入手 は 困難 で あ る。
しか し,現 在 ダル ム シ ュ タ ッ トの ヘ ッセ ン州 立博 物館 には,ま だ 多少 の 残 存 部数 が あ る と
思 われ る。 分 離派 運 動 お よび ユ ー ゲ ン トシュテ ィルの 研 究 者 に は必読 の貴 重 な資 料 で あ る。
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